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病理診断医は常に新しい知識、優れた技術を求めて修行しなくてはいけない。病

理医人生は修行の連続なのです。外科病理学の修行場の一つとして、米国・カナダ

病理学会The United States and Canadian Academy of Pathology（通称USCAP

という）がある。この拙文を読まれる読者は IAP 日本支部の会員の方なので、こ

のUSCAPについてとやかく説明するまでもないが、とにかく国際病理アカデミー

（IAP）の中でも最大の支部会で、世界中から名だたる病理医が集まる「外科病理

学の大伽藍」といえるものなのだ。このUSCAPは参加登録料が高いのが難点であ

るが、IAP 日本支部に入っていれば、USCAPの本会員とあまり変わりがない登録

料金で参加できるのが嬉しい。

＜あー、シアトルは今日も雨だった＞

今回のUSCAP はシアトルのワシントン州会議場で開催されたが（3月 12 日か

ら 18 日：写真 1）、ここはビルの 6階までが学会場として使用できる大きさで、芸

術的センスが感じられる。また、会議室から外に出ると花が咲き乱れる公園になっ

ていた。学会の合間に少し周りを散歩したが、コブシに似た花が満開で、梨の花や

桜の花までも咲いていた（写真 2）。シアトルの春はコブシの花で始まるようだ。

2016 年の USCAP の舞台となったシアトルという町は天気の悪いことで有名だ。

小生はシアトルに 6日間滞在したが、晴れたのは最後の 2日ほどで、あとは曇り時々

雨、少し霙かなというどんよりした天気だった。このような天気が続くと気分も暗

くなりそうだが、シアトル市民は明るくて開放的だった。ちょうどセントパトリッ

クデーが行われていて、町中にアイルランドの緑色があふれていたのが印象的だっ

た。

写真１

米国・カナダ病理学会（USCAP）
―シアトルは今日も雨だった―

IAP 日本支部会長　加藤良平
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＜ USCAP は病理医伽藍＞

昔、僧侶が集まって修行する場を「僧伽藍」と呼ばれまし

たが、その伝でいうとUSCAP は「病理医伽藍」と呼ばれて

も良いかなと思う。前述したようにUSCAP には世界中から

病理医（病理学者）が参集するので、そこでの知識や情報は

日本国内にいては入手できないものも多い。また、海外の友

人たちとの交流も楽しみのひとつだ。

島国の日本で育った筆者は、英語が苦手な上に生来の内向

的な性格（？）が災いし、海外の病理医との国際交流がスト

レスになる。でも、USCAP に出席していると海外の研究者

との自然な交流ができるのが嬉しい。今回は私の教室員が希

望する留学先の先生にお会いし、色々と話し合うことができ

たことは収穫だった。実際に会って話してみると安心するか

らね。

今回のUSCAP の特徴を一言でいえば、腫瘍の遺伝子診断

に関する発表が多かったように思う。USCAP に先立って行

われるコンパニオンミーティング（EPS：Endocrine 

Pathology Society）でも、次世代シークエンスを用いた甲状

腺腫瘍の遺伝子解析に関する多施設共同研究の発表があった。

また特別コースやロングコース、ショートコースでも、「病

理診断における遺伝子変異検出」の重要性が強調されていた。

形態学が好きで、顕微鏡が好きで、夜更かしが好きで（？）、

病理学の道を選んだ小生にとって、遺伝子変異からの病理診

断 は ど こ か 味 気 な く 感 じ る が、「Phenotype-genotype 

correlation」という言葉が、僕をその虚無感から救ってくれ

るように思う。多分、近い将来「遺伝子変異からの腫瘍分類

の改変」が行われることになるだろう（一部はすでに始まっ

ているよね）。今の時代は、遺伝子変異の検出とそれに伴う

治療法（分子標的治療など）の選択が可能になってきた。

最後に、前述したようにUSCAP という会は研究面でも国

際交流の場としても極めて興味深い存在だといえるだろう。

来年はサンアントニオで開催されることになっているが、是

非とも参加したいものだと思う。

IAP VP、東京事務局　松原　修

1．USCAP Annual Meeting 報告

Washington 州の Seattle で、USCAP が開催された。雨が

多く、時頼雪が降りしきる閑静な街並みの中の、大規模の

Conventin Center で行われ、Registration 数が 4,709 人、北

米外から 1,198 人。Abstract の応募は 3,054 件中Accepted が

2,096 件（68.6%）、Poster が 1,500 件、発表が 280 件と、いつ

もの様に大変活発な学会であった。USCAP の現在の

President は、John R Goldblumだが、N Volkan Adsay に議

長のハンマーが渡された。Executive Vice President として

のDavid B Kaminsky が、強い指導力を発揮すると思われる。

人目を惹くカラフルな服装を着こなし、学会もビジュアルと

いうかモダンな運営に変わったようである。会員数がUSで

7,694 名、カナダが 686 名、国際が 1,545、不明が 90 で、合計

9,679 名と多いものである。

さて、USCAP が発行するModern Path と Lab Invest の

Impact factors と採択率が発表されたので掲載する。

Impact factors 2012 2013 2014 Acceptance rates
Diagnostic
Modern path 5.2 6.4 6.2 13% Submission 876
Am J Surg Path 4.9 4.6 5.1
Human Path 2.8 2.8 2.8
Exprerimental
J Path 7.6 7.3 7.4
Am J Path 4.5 4.5 4.6
Lab Invet 3.9 3.8 3.7 24% Submission 627

今年の大きな違いは、新たに Foundation を作り、1．

Innovating Education, 2．Fostering the Next Generation of 

Pathologists, 3．Promoting Global Health を目標に掲げてい

る。1．では Power-Sanchez Interactive Center, The Linder 

Learning Center をカリフォルニアに開設し、2．では

mentorships（良き指導体制）の確立、3．では南アフリカ 18

名、アジア 8名、中近東 6名、南アメリカ 4名などに学会へ

の参加費用の援助を始めている。今までとはちょっと違う

USCAPを見るような感じがした。

2．IAP Executive Committee Meeting

Sheraton Seattle Hotel の Aspen roomで、3月 13 日（日）

01：00 -03：00 の間に開催された。President の Eduardo 

Santini-Araujo の司会の下に Boston での議事録の承認、

President、Secretary の Ray McMahon、Treasurer の Fred 

Silva、Finance Committee 委 員 長 の Martin J Hale、

Education Committee 委 員 長 の HK Ng、International 

Pathology 編集長の Robin Cooke、Vice Presidents の報告が

あった。

写真２

USCAP in Seattle の報告
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President report では、亡くなられた Past-Presidents の

Dr. Layton と Dr. Florabel G Mullick、お二人の業績の紹介

があった。また、現在は55個のDivisionがあること、Education 

Committee 委員長のHK Ng が本人の意思で委員長を降りる

ことなどが報告された。Secretary report では、2022 年の

Congress 開催地に数カ国が関心を示していること（Sidney，

Australia；北京，China；Cancun，Mexico の 3 都市の声が

聞こえてきた）、David Hardwick の業績を讃え“Secretary 

Emeritus”として引き続き IAPの Officer としての続投が提案

された。また、IAP Organizational Structure Review Committee

は、Division が増えたことから IAP Council と Executive 

Committee member の見直しを始めていることが報告された。

これは日本支部としては大変重要なことで、「Asia Pacific 地

域でAustralasia 1 議席 , Japan/Hong Kong 1 議席 , Mid-Asia 

1 議席 , South Asia 1 議席」が提案されているが、現状通りの

Japan 単独で 1議席を維持すべく努力しないといけない。

また、Dr Florabel Mullick の功績を讃え、Ni bheidh a 

leitheid ann aris（Old Irish expression：we will not see her 

like again）という言葉を紹介された。

Assistant Treasurer の Jim Crimmins から、IAPの Budget

の話もあり、どんな規模のものかをここでお知らせしておく。

2014 -2015年で、総収入が$279,979、支出総額は$228,300であっ

た。加えて、IAPの財産をMerrill Lynch に委託しており、6

月に$2,436,235 だったものが、今年の 3月で$2,318,620 となり、

$117,615 ほど減少したことが報告された。

Robin Cooke の Editor report の 際、President-Elect の

George Kontogeorgos が、Bulletin publication 関係費が高額

過ぎるので、紙媒体を止めて Internet 配信にすべきだと主張

した。Robin Cooke は何も言わずに部屋から出て行った。援

護の発言をすべきであったかも知れない。

他には IAP Congress について、XXXI　Cologne 2016、

XXXII　Amman 2018、XXXIII　Glasgow 2020 の準備状況

が話された。

3．IAP Education Committee Meeting

Aspen room で、3 月 13 日（日）09：00 -11：00 の間に開

催された。委員長の HK Ng の司会の下に、Nepal、Sub-

Saharan African 地 域、Cuba、Vietnam、Cambodia、

Georgia、Argentina、Bosnia-Turkey、Cuba からのサポート

について議論され承認された。各国からのCologne Congress

への bursaries の協力国と金額（下に示す）、更なる協力が呼

びかけられた。

【Divisions と寄付金額】

Arab $4,500 Japanese $3,000
Australasian $7,500 Korean, Norwegian TBA
Hong Kong $3,000 US and Canadian TBA

IAP 日本支部より、上記のとおり 3,000 ドルの寄付金を支

援した。

4．IAP Asian Assembly Meeting

3 月 14 日（月）3：00 -4：00 の間に Sheraton Seattle Hotel

の Diamond Room で 開 催。Gary Tse が 司 会 し、David 

Hardwick, Ray McMahon, HK Ng, Charles Ramey, 長村先生、

Shih-Ming Jung, Shiufeng Huang（台湾）、Seoung-Mo Hong

（韓国）、Jin-Jan（中国）と私をいれて総勢 10 名程度の参加。

第 11 回 APSMI が今年の 12 月 9 -11 日に台湾の台北で開催、

第 10 回 APIAP が 2017 年 4 月 24 -27 日にインドネシアのバ

リ島で開催されることが話された。

東京大学医学部附属病院病理部　阿部浩幸

3 月にアメリカ合衆国のシアトルで開催された USCAP 

2016 annual meeting に参加した。私は 2日目午前に、EBV

関連胃癌における好中球浸潤についての研究内容をポスター

発表で提示した。3時間程度の限られた掲示時間であったが、

10 名余りの方とポスターを通じてディスカッションができて

有意義な時間を過ごせた。またポスター会場では月曜から水

曜の午前・午後、計 6セッションにわたって、1セッション

につき約 300 演題もの発表が行われており、会場は大変熱気

にあふれていた。USCAP への参加は 3回目だが、学会の規

模の大きさには毎回圧倒させられる。私は消化管病理を専門

としているので消化管病理の口演とポスターを中心に見て

回ったが、今年は免疫チェックポイント阻害薬の治療標的と

して重要な PD-L1 の発現を調べた演題が多く、臨床的に注目

されているトピックが病理学研究でも素早く取り入れられて

いると感じた。会期の後半では long course や short course

といった教育プログラムも充実しており、様々な臓器におけ

る知識のupdateに役立った。USCAPに参加することは研究・

病理診断の両面で学ぶことが多いので、今後もぜひ参加した

いと思う。

福岡大学病院　病理部・病理診断科　濵﨑　慎

2011 年に肺腺癌の新分類が発表されたのち、2015 年に

WHO分類が改定され、肺腺癌を非浸潤癌（AIS）、微小浸潤

癌（MIA）、浸潤癌（優勢な組織亜型により分類）に分ける

現行の肺腺癌分類が利用されている。運用から数年経過して、

現行の分類に対する検証も進んできた。MGHからは、2cm

以下の肺癌ではAIS の診断やMIAにおける浸潤径の計測値、

多発する浸潤部の計測に関しては診断者間の一致率が低いこ

と が 報 告 さ れ た。 日 本 か ら も 浸 潤 癌 に お い て は、

USCAP 2016 annual meetingに
参加して

USCAP 2016での呼吸器領域の
トピックス
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micropapillary pattern や solid pattern は優勢でなくとも予

後に影響を与えることが報告され、これらの問題点は現行分

類においてより大規模での study による検証が必要と考えら

れた。

また呼吸器領域、特に肺癌の分野では PD-1（receptor）と

PD-L1, L2（Ligand）をターゲットとした免疫チェックポイ

ント阻害薬（免疫分子標的治療薬）が話題となっている。病

理組織検体での免疫組織化学による腫瘍細胞の PD-L1 発現が

治療効果を予測する重要な指標となる可能性が挙げられてお

り、病理医が治療に寄与する部分も大きい。今回のUSCAP

でも肺癌における PD-1/PD-L1 の検討が多く見受けられた。

ニューヨークのグループは、PD-L1 は非小細胞肺癌（肺腺癌

および肺扁平上皮癌）の約 25%で発現がみられ、陽性率が

grade, stage, 無再発生存率と相関することを報告した。日本

からも肺腺癌における PD-L1 の発現率は 58.7%で、AIS や

MIAに比べ、浸潤癌でより発現が高いことを報告していた。

施設間の発現率の差は、使用する抗体やその判定方法に影響

されるところが大きく、この分野の肺癌治療において病理医

が貢献するためには、統一された診断方法の開発が必要であ

る（写真 3）。

次期会長　吉野　正

3 月 15 日学会場コンベンションセンターに近接する

Sheraton Hotel の Greenwood room において“Japan night

（IAP 日本支部のレセプションと学会プログラム誌に記載）”

が開催されました。59 名の参加者で、17 時半から約 2時間、

和気藹々としたひとときを過ごしました。九大の山元先生、

孝橋先生が受付をしてくださり、加藤会長の開会の挨拶と乾

杯で会はスタートしました。Silverberg 先生ご夫妻がお寄り

くださり、大きく盛り上げていただきました。そこにニコン

カメラをご持参の International Pathology （IAP central の

bulletin）の editor である Robin Cooke 先生が突然来られ、

即席の写真撮影会が行われました。参加者の集合写真をご覧

ください（写真 4・写真 5）（一部写っていない方もあります。

ご容赦ください。後で参加者名簿を示します）。その後、現

在米国在住のMino-Kenudson 先生（日米交流委員会委員長）、

大島先生、原田先生、関西医大から米国留学中の大江先生、

日本に留学経験があり流暢な日本語を話すMassachusetts 

General Hospital の Matthew Rosenbaum 先生、オランダか

ら長崎大学へ留学中の Ruben Groen 先生が挨拶され、中締

めを吉野が申し上げて散会となりました。「Japan night のた

めシアトルに参ります」という不用意な発言により拙文を弄

することになったのですが、人の顔と名前を覚えることが超

不得意のために前夜は熟睡できませんでした。出席者名簿（小

田常任幹事のご配慮と事務局の魚坂さんに深謝します）を以

下にご紹介して不完全極まりない紹介文を閉じます。みなさ

まの温かさに心から感謝申し上げます。（以下名簿記載順、

敬称略）

小田義直、孝橋賢一、山元英崇、中谷行雄、松原　修、石川

雄一、杉浦善弥、榊原里江、榊原様ご母堂、神田浩明、浦野誠、

吉野　正、吉野和江、加来恒壽、加藤良平、大石直輝、福島

万奈、岩田英拡、岩田明子、都築豊徳、田中水緒、柳川直樹、

鍋島一樹、濵﨑　慎、樋田知之、阿部浩幸、永井毅、大江知里、

橋迫美貴子、原　正武、吉川　亮、廣島健三、林　玲匡、長

村義之、太田　聡、Matthew Rosenbaum、Jessica Wang、

Ruben Groen、 大 島 喜 世 子、Shuko Harada、Mari Mino-

写真３

USCAP 2016 Japan night報告 写真４

写真５
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Kenudson、服部行紀、山下享子、吉澤明彦、片岡竜貴、田

久保海誉、相田順子、吉本豊毅、佐藤　峻、三上芳喜、能登

原憲司、松本俊治、 坂谷貴司、後藤啓介、前田大地、近藤恵美、

岡村秀樹、Dr. Silverberg、Mrs. Silverberg

日　時：2016 年 2 月 19 日（金）15 時 00 分～ 17 時 00 分

場　所：品川プリンスホテル

出席者： 長村、小田、加藤、清川、都築、中谷、長尾、羽賀、

廣瀬、松原、吉野、魚返（事務局）、大谷（事務局）

欠席者：石川、岩崎、岩下、橋本、久岡、森谷

1．2016 年理事、役員、各委員会の確認

2． 2016 年開催予定国際会議、学術集会について

（Upcoming Meetings に後述）

3．2015 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー報告

・教育シンポジウム

・スライドセミナー

4．委員会報告

・広報委員会

・病理診断学術奨励選考委員会

・Award 委員会

・理事指名委員会

5．庶務報告

6．その他 、Japan Night

審議事項
7．2016 年事業計画

8． 2016 年 IAP 日本支部病理診断講習会

（旧・教育シンポジウム）について

≪ 1時間の講演 2コマ＋ 30 分程のミニレクチャー≫

9． 2016 年 IAP 日本支部スライドセミナー

新規コースについて

10．バーチャルスライドのサーバー利用について

11．病理診断学術奨励賞について

12． その他：未納者の対応について、理事が各自声掛け、3

年以上滞納の方で本年中に再申請がない方は退会扱いと

する

IAP 病理学教育セミナー「教育シンポジウム」を「病

理診断講習会」へ改変します

従来のシンポジウム形式を、1時間の講演× 2コマと 30 分

のミニレクチャーへ改変します。専門医更新単位は、病理診

断講習会の受講で 2単位、スライドセミナー 2コースの受講

で 4単位と、1日で最大 6単位の取得が可能になります。

病理診断学術奨励賞選考委員会委員長　石川雄一

下記の要領にて 2016 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励

賞を公募いたします。

記
賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞

応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40

歳未満）の病理医（IAP 日本支部の会員か否かは

問わない）

選考対象： 2015 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された

（E-pub も含む）診断病理分野における優れた英文

論文（1編）。但し、留学先での仕事ではなく日本

での仕事のみ。筆頭著者を原則とする。

受賞者数：3名以内

賞の内容：賞状と副賞（トロフィー）

応募方法
他薦、自薦ともに可とするが、他薦を原則とする。

申請時に必要なもの：1．応募者の履歴書（JIS 版）　2．推

薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推薦人がい

ない場合）A4 用紙 2 枚以内（書式は問わない）　3．論文の

別刷 7部 （1 部はオリジナル、他はコピー可）。PDFの場合は

カラーコピー 7部

応募の締切：2016 年 8 月 31 日（当日の消印有効）

宛　先： 〒 812-8582 福岡県福岡市東区馬出 3-1-1

九州大学大学院医学研究院形態機能病理学気付

IAP日本支部福岡事務局「IAP日本支部・病理診断

学術奨励賞」選考委員会　宛

選考方法・発表
IAP 日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの

外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋の

IAP 日本支部年次総会における表彰式に参加する。また、受

賞者を IAP日本支部のNews Bulletin 紙上で公表する。

教育委員長　長尾俊孝

IAP 日本支部主催　日本病理学会後援

日時：2016（平成 28）年 11 月 12 日（土）

場所：金沢大学　宝町（附属病院・医学部）キャンパス

2016 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー会長　原田憲一

IAP 日本支部病理診断講習会 　
　（旧　教育シンポジウム）（午前）

第 1回理事会報告

2016（平成 28）年 IAP日本支部・
病理診断学術奨励賞の公募

2016 年 IAP日本支部病理学
教育セミナーのお知らせ
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テーマ：「肝胆道系疾患の新潮流」

モデレーター： 原田　憲一

金沢大学医薬保健研究域医学系 人体病理学

演者：

1． 原田憲一　金沢大学医薬保健研究域医学系 人体病理学

肝胆道系疾患の多様性

2． 全　　陽　神戸大学大学院医学部附属病院病理診断科

肝胆道炎症性疾患：診断の clues と pitfalls

3． 相島慎一　佐賀大学医学部病因病態科学診断病理学分野

肝胆道腫瘍の鑑別診断と pitfalls

＊今年から IAP病理学教育セミナー「教育シンポジウム」が

「病理診断講習会」と改変され、従来のシンポジウム形式が、

1時間の講演× 2コマと 30 分程度のミニレクチャーになりま

す。

スライドセミナー 　（午後）

（順不同）
＊頭頸部腫瘍の病理（鼻副鼻腔中心）
湊　　宏（金沢医科大学　臨床病理学）
＊小児腫瘍
田中 祐吉（神奈川県立こども医療センター 病理診断科）
胃の腫瘍と腫瘍様病変
九嶋　亮治（滋賀医科大学医学部附属病院　病理診断科）
免疫染色診断学の基礎と応用
伊藤　智雄（神戸大学医学部附属病院　病理部　病理診断科）
新WHO分類にもとづく乳腺腫瘍の病理診断
市原　周（国立病院機構名古屋医療センター　病理診断科）
悪性リンパ腫の病理
中村　直哉（東海大学医学部 基盤診療学系病理診断学）
臨床に役立つ泌尿器（腎・尿路）の病理
都築　豊徳（名古屋第二赤十字病院　病理診断科）（※所属変更予定）
肺癌の病理
野口　雅之（筑波大学医学医療系　診断病理学）
石川　雄一（公益財団法人がん研究会がん研究所　病理部）

＊印は新規コース。

受講料（今年から下記のように変更となりました）
一般会員 ジュニア会員 シニア会員 非会員

午前の部
病理診断講習会  5,000 円 3,000 円 無料  8,000 円

午後の部
スライドセミナー
（1コース）

10,000 円 5,000 円 10,000 円 15,000 円

※ 病理診断講習会はハンドアウト代を、スライドセミナーは

バーチャルスライド閲覧・ハンドアウト代を含みます。

専門医更新単位は、病理診断講習会の受講で 2単位、スラ

イドセミナー 2コースの受講で 4単位と、1日で最大 6単位

の取得が可能になります。

なお、セミナーの円滑な運営のために、受付・入金に関し

て若干変更致しました。昨年までは午前の部（旧　教育シン

ポジウム）は当日の参加受付となっておりましたが、本年よ

り、午前・病理診断講習会、午後・スライドセミナーともに

Web 申し込みとあわせて指定した締切日までに受講料の入金

（銀行振込）が必要となります。当日会場での支払いは原則

的に受け付けません。

申し込みのみで未入金の場合、事前の重要資料（領収書、

ハンドアウト引換券、スライドセミナー用バーチャルスライ

ド閲覧のためのパスワード等）の郵送が出来ません。特に昨

年までに参加されたことのある先生方は、以上の変更点にご

注意ください。

事前登録受付は 8月頃の登録開始を予定しております。詳

細につきましては IAP ホームページwww.iapjapan.org をご

参照ください。

昨年のスライドセミナー参加者の声（アンケート結果）

・ とてもわかりやすく、楽しく学べました。

 ・  珍しい症例があり、また個々の症例についてもよく分かり、

勉強になりました。

・ 素晴らしい講義をありがとうございました。

・ 診断の流れに沿った講義でわかりやすかった。

など、多数の参加者から賞賛の声を頂きました。

今年も多くの方の御参加をお待ち申し上げます。

連絡先

IAP日本支部教育委員長　長尾俊孝

東京医科大学人体病理学分野

〒 160-0023 東京都新宿区西新宿 6-7-1

TEL：03-3342-6111　FAX：03-3342-2062

Email：pathol-1@tokyo-med.ac.jp（事務担当田中・篠田）

日時：2016 年 9 月 25 -29 日

場所：Cologne, Germany

抄録締め切り　2016 年 4 月 27 日

www. iap2016.com

日時：2016 年 10 月 14 -15 日

場所：ウィンク愛知，名古屋市

http：//www.winc-aichi.jp/

大会長：都築　豊徳（名古屋第二赤十字病院病理診断科）

E-mail：tsuzuki@nagoya2.jrc.or.jp

Upcoming Meeting

第31回IAP Congress（XXXI International Congress 
of the International Academy of Pathology）

第 6 回日台合同スライドカンファレンス
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日時：2016 年 11 月 12 日

場所：金沢大学医学部キャンパス

2016 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー会長　原田憲一

日時：2016 年 11 月 12 -13 日

場所：Prince of Wales Hospital, Hong Kong

内容：Dermatologic and Soft tissue Pathology

講師：Eduardo Calonje, Christopher Fletcher

e-mail：HKIAPsecretariat@gmail.com

日時：2016 年 12 月 9 -11 日

場所： Evergreen International Convention Center, Chang 

Yung-Fa Foundation, Taipei, Taiwan

http://icc.cyff.org.tw

日時：2017 年 3 月 4 -10 日

場所： Henry B. Gonzalez Convention Center, San Antonio, 

TX, USA

http://www.uscap.org/meetings/upcoming-meetings/

日時：2018 年 10 月 14 -19 日

場所：Amman, Jordan

http://www.iapcentral.org/

日時：2020 年

場所：Glasgow, United Kingdom

http://www.iapcentral.org/

元 IAP 本部会長　牛込新一郎

江頭靖之先生がお亡くなりになっ

ていたとの悲しいお知らせを松原　

修先生（IAP 本部 VP、日本支部の

前会長）から受けました（平成 25

年 7 月 2 日。享年 98 歳）。日本支部

の発足前後からの重鎮であった先生

について追悼文を用意するよう要請をうけました。筆者はそ

れにふさわしいか否か最初は躊躇しましたが、お引き受けす

ることになりました。

かねてから先生のご健康が気になっていましたが、ご逝去

を聞きますと、残念無念さと同時に色々のことが思い出され

ます。

IAP 日本支部の今日の発展ぶりはすばらしく、これまでの

役員の方々のご指導によるものですが、その 50 年という歴

史のスタートとなった支部の発足（1961 年）に至るまで

1958 年ごろからの周到な準備と発足当初から江頭先生は多大

な貢献をされたと考えます。発足前から Dr. Chapman 

Binford （1958 -1959IAP 会長）と密接なやりとりを担当され

たのです。

日本支部の初代会長は吉田富三先生、2代目会長は大田邦

夫先生であったことは多くの方がご存じかと思いますが、江

頭先生は 3 代目会長（1979 -1982）として活躍されました。

先生について特筆せねばならないことは常任幹事と会計担当

（Secretary and Treasurer）を発足当初の 1961 年から 1978

年まで、実に 17 年間お勤めになられたのです。先生は国立

予防衛生研究所の病理部・部長として活躍されておられまし

た。その頃の支部の活動としては毎年秋の病理学会（その頃

は東京や関東でのみ開催されていたので）の翌日に総会と学

術集会を開催しており（日本橋本町の興和ビル会議室を主に

使っていた）、若輩の筆者も 3-4 回参加したのを覚えています。

先生について、いつも最初に思い出すことは IAPの国際会

議（XI 回、Washington DC, 1976 年 10 月）に日本チーム（総

勢 12 名）を組んで参加させていただいたことです。そのチー

ムには先生ご夫妻のほか西山保一、石川栄世、橋本圭祐、坂

口　弘先生ら錚々たる教授らに加えて清水興一先生、小出先

生らと最も若輩は赤木忠厚先生と筆者でしたが、oral 

presentation を行うべく洋々としていたと思います。江頭先

生はどちらかというと寡黙の方という印象でこちらが緊張気

味に対応する感じでしたが、同行された奥様（華道の先生）

は大変気さくな方で、話上手で道中を大変楽しく過ごさせて

いただいたのを良く覚えております。奥様の生け花写真集か

ら編集されたカレンダーなど後に贈っていただいたことがあ

2016 年 IAP日本支部病理診断講習会（旧・
教育シンポジウム）およびスライドセミナー

Fall scientific meeting of the International 
Academy of Pathology，Hong Kong Division

第 11 回 APSMI 2016

USCAP 2017 annual meeting

第32回IAP Congress（XXXII International Congress 
of the International Academy of Pathology）

第33回IAP Congress（XXXIII International Congress 
of the International Academy of Pathology）

江頭　靖之先生のご逝去を悼む
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ります。誠に残念なことは奥様が先立たれたことでした。

先生はお一人になって寂しくなられたと推察いたしており

ましたが、野毛山のお宅に呼んでいただいた時には大変気さ

くに対応してくださいました。先生はいつも度の強い眼鏡を

つけておられましたが、その時視力は低下し、大変不自由で

いることを、その時に先生ご自身からお聞きいたしました。

何故よんで戴けたか先生は何もおっしませんでしたが、IAP

日本支部および IAPを頼むよという意味合いが込められてい

たのでないかと勝手に推察いたしました。

先生についてもう一つ思い出すことは、イタイイタイ病の

骨病変について先生もご興味をもっておられ、病理学的所見

について吉木法を用いることを強調した先生のご意見を書い

た印刷物を参考にして欲しいと筆者に下さったことがありま

した。

先生は支部の発足 40 周年を迎えた記念式典（2002 年）に

ご出席くださり（確か、車いすにて）、40 周年記念特別賞を

授与された時が私共とお会いできた最後ではなかったかと思

われます。

最後に、IAP 日本支部を立ち上げる準備から尽力され、長

年常任幹事として活躍された先生に心から感謝しつつ、先生

のご逝去を IAP日本支部会員ならびに役員とともに心からお

悔やみ申し上げる次第です。

♦ 会員の皆様に電子メールNEWSLETTER を月 1 回目安に
発行します（第 1号は 2月 24 日に配信されました！）。当
学会の広報活動は、年に 4回発行するNews Bulletin、郵
送する連絡書類（選挙関連など）、各種閲覧・手続き可能
の Homepage、緊急連絡の Direct mail を媒体としており
ますが、電子メールNEWSLETTER はより情報共有を充
実しようとする試みで始動しました。会員で Email 
address を登録いただいている方は約 70%ほどですが、未
登録の方は是非とも事務局へご連絡ください。

♦  2016 年度の年会費請求書を昨年 12 月にご郵送しましたが、
未だお支払いいただいていない方は、なるべくお早目にご
納入いただきますようお願いします。
 　また、春より所属が変更になる方や、IAP 配信物の郵送
先が変更になる方は、事務局までEメールにてお知らせ下
さい。

♦ 来年度（2017 年）よりマイページを設立予定です。登録情
報や入金履歴、各種お申込みを個人ページにて可能にいた
します。会員 ID、PWの発行など、詳細は適宜お知らせし
ます。

＜福岡事務局＞
常任幹事：小田　義直
担当：魚返　有里
〒 812-8582　福岡県福岡市東区馬出 3-1-1
九州大学大学院医学研究院形態機能病理学気付
TEL：092-642-6061　FAX： 092-642-5968

Email：fukuoka.office@iapjapan.org
＜東京事務局＞
補佐：松原　修
担当：大谷　茉子
〒 104-0061　東京都中央区銀座 2-14-8 ML1961
TEL：050-5274-8683
Email：tokyo.office@iapjapan.org

IAP日本支部の会員になろう！
IAP 日本支部会員になると…
1． 病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引
会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2． スライドセミナーの会員割引
1コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円
→病理診断講習会＋スライドセミナー 2コースを受講す
る場合
会員　入会金・年会費 7,000 円 +受講料 25,000 円
=計 32,000 円
非会員　受講料＝ 38,000 円
6,000 円（2年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3． USCAP Journal を会員価格で定期購読
- Modern Pathology, Laboratory Investigation-
1 冊の年間購読料 $99 ～、年により変動あり

4．支部・本部の会報　News Bulletin
5． スライドセミナー 3年経過したものをHP上でハンドアウ
ト公開（来年予定）

6． 国際学会の情報取得
IAP/USCAP/APIAP/AAPIAP/APSMI/ 日韓 ･日台合同
スライドカンファランスなど

一般会員 シニア会員ジュニア会員 非会員
入会金  1,000 円 （終身会費） 1,000 円 ―
年会費  6,000 円 50,000 円 4,000 円 ―

受
講
料

病理診断講習会
（旧教育シンポジウム）

 5,000 円 無料 3,000 円  8,000 円

スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円
* 一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けました

現会員は一般会員として登録しております。

下記の条件を満たし、ご希望する方は、各会員に変更可能です。

●シニア（終身）会員
申請できる方：65 歳以上の希望者
終身会費　50,000 円，以降は会費納入を免除
スライドセミナー受講料は一般会員に準じます
特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）
は無料で受講できます
●ジュニア（若手）会員
申請できる方：病理専門医資格　未保持者
* 会費、受講料の改定は平成 28 年 1 月 1 日から適用します
申請方法：HPのMembership ページ（日本語）にて様式を
ダウンロードし、東京事務局までEメールにて御申請くださ
い。

広報委員会
委 員 長　森谷卓也
副委員長　清川貴子
委　　員　久岡正典

事務局よりお知らせ


